
             上映方法（Power Point2007 を使用する場合） 
 

プロジェクターあるいは複数のモニターと接続されている場合の設定です。 

必ず接続をされてから設定をして下さい。 

※ Power Point2003又は2000での確認は取れておりません。 

 

Power Point2007 の設定 

 

①[スライド ショー] タブの  [スライド ショーの設定] をクリックします。  

②[スライド ショーの設定] ダイアログ ボックスで[発表者ツールを表示する]チェックボック  

  スにチェックを入れる。 

③お使いのコンピュータが複数のモニタに表示可能かどうかの確認画面が出るので、 

  チェックをクリックします。  

④画面上に１・２と書かれた四角形があり、２をクリックし、 [デスクトップをこのモニタ上で   

  移動できる ようにする]チェックボックスにチェックを入れます。 

⑤[モニタの識別]をクリックするとパソコン側には１、プロジェクター側に２と表示されれば  

  準備終了です。 

⑥「プレゼンテーションを実行するには、[表示 ] タブの [プレゼンテーションの表示] で [ス  

 ライド ショー] をクリックします。 

 



 

 

 

 

 

王さまと はみがき  
 

①  

○ナ 昔々おかしの大好きな王様がおりました。  

王様は大変たいくつしていました。そこで家来達が王様のために色々やってみたのですが王様は楽しそうではありません。後はもう奇跡が起
きてくれないかしら…と思っていました。  

②  

○ナ ある日、お城の畑にできたニンジンをぬすもうとしたウサギがつかまりました。  

○ピ「離してよ、離してよ。」  
○家「お前は何者だ。」  
○ピ「ぼくピーターといいます。」  
○家「王様の畑のニンジンをぬすむとは悪い奴だ。」  
○ナ 早速王様の前につれていきました。  

③  

○王「誰だ、私の昼寝のじゃまをするのは。」  
○ナ 王様はねむいので気嫌が悪いのです。  

○ピ「王様、私の名前はピーターです。長いこと旅をしていたのでおなかがすいて王様の畑のニンジンが食べたかったんです。」  
○ナ たいくつをしていた王様はせきばらいをしながら  

○王「お前はわしのニンジンを食べようとしたから今度はわしがお前を食べてやる。その前に少し話しをしよう。」  
○ナ といいました。  

④  

○ナ ピーターはなんとかしないとこれは大変と思いました。ピーターは王様の好きなケーキを作りました。まず初めにチョコレートをかけた丸  

    いおかし、次にチョコレートケーキ、チョコレートをかけたバナナ、甘いクリームのいっぱい入ったコーヒー、それに色色なおいしいものを  

    次々と。王様は大よろこびです。 ニコニコしながらさっそく食べはじめました。  

⑤  

○ナ ピーターはその間に体に良いニンジンをぼりぼりと食べていました。 

    王様は食べおわるとピーターをほめ、少しだけ昼寝をしようとしました。  

○ピ「王様、何か忘れていますよ。」  
○王「エッ まだ何か食べるものでもあるのか？」  
⑥  

○ピ「いいえ王様。私たちうさぎはごはんを食べた後、いつもきちんと歯を磨いています。もちろん朝ごはんの後も、特に甘いものを沢山食べ  

   た後はなおさらです。」  
○ナ ピーターの話をきいていた王様は  

○王「このわしに何をしろというのだ。」  

○ナ ねむくてしかたがない王様は怒り出してしまいました。  

 



⑦  

○ナ ピーターのことばなんか全然きこうとせず横になるとさっそく昼寝をしはじめました。  

    王様は夢を見ていました。夢の中には大きく口をあけた動物が出てきました。  

    どの動物もみんなボロボロの歯をむき出して王様の方を見ています。  

⑧  

○ナ 王様はびっくりしてとび起き近くの鏡の方へかけより、口を大きくあけて見ると王様の歯もなんとボロボロになっているのです。  

⑨  

○王「歯なしの王様とみんなから笑われてしまう。あーどうしよう（汗）」  
○ナ それをきいていたピーターは安心しました。ピーターは王様の歯が虫歯だらけなので自分を食べたりしないだろうと思ったのです。  

    だけどやさしいピーターは王様がかわいそうになりました。  

    そこでピーターは王様を歯医者さんに連れて行くことにしました。  

⑩  

○ナ 王様とピーターを乗せた馬車はものすごいスピードでお城の門を通り、まっしぐらに大きな森をぬけて行きました。  

    そして小さな町の歯医者さんの前で馬車は止まりました。  

    馬車からとび降りた王様はあわててドアをあけて大声でいいました。  

⑪  

○王「わしの歯はボロボロだ。うさぎの丸焼きも食べられないし、歯が痛くて私は気が狂いそうだ。」  
○ナ 歯医者さんは王様をいすに座らせて、  

○歯「口を大きくあけて下さい。ウーン、どれどれ、これならまだ何とかなるでしょう。ご心配なく。でも悪い歯ばかりですね。ごはんの後きちんと  

  歯を磨いていますか？」  
○ナ 王様は少しどぎまぎして答えました。  

○王「エー わしは… エー」  
⑫  

○ナ ピーターはもちろん、王様が歯みがきしていない事を知っていましたが、だまっていました。  

    そしてポケットから固いニンジンを取り出し、おいしそうにポロポリと食べはじめました。  

⑬  

○ナ 治療がおわると、王様の歯はきれいになりキラキラしてきました。王様は大変よろこびさっそく新しい3つの約束を作りました。  

1.甘いものを食べすぎてはいけません。  

2.食べたら必ず歯を磨きましょう。  

3.磨いた後はお母さんにもう1度、磨いてもらいましょう。  

それからというものみんなは、この約束を守りました。  

おしまい  





































提供：函館歯科衛生士専門学校   


